
平成２９年２月２７日

お知らせ

資料提供先 鳥取県政記者会、鳥取市政記者クラブ
倉吉市政記者会、米子市政記者クラブ

鳥取県内で発生した平成２９年１月及び２月の大雪を踏まえた、国土交通
省鳥取河川国道事務所及び倉吉河川国道事務所での取り組みについて、下記
のとおりお知らせします。

なお、鳥取河川国道事務所及び倉吉河川国道事務所では、引き続き、今回
の豪雪への対応を踏まえ、課題の抽出及び対策の検討を進めてまいります。

記

①除雪優先区間の見直し
・今冬の降雪状況を踏まえ、除雪優先区間を見直し。

②関係機関との連携強化
・ホットラインの構築などの対策による連携の強化。

③道路利用者への情報提供
・コンビニエンスストア、ガソリンスタンドへの情報提供の実施。

④効率的な除雪作業の実施
・ＧＰＳを活用した除雪機械の管理。

※詳細は「別紙－１」のとおり

平成２９年１月及び２月の大雪に対する取り組みについて

問い合わせ先

 国土交通省中国地方整備局

　　　　　　　ＴＥＬ　０８５８－２６－６２２１（代表）

　　　　　　　副所長（道路）　　　姫村　幸造（ひめむら　こうぞう）

　　　　　　　副所長（道路）　　　赤星　剛（あかほし　つよし）

　　　　　　　ＴＥＬ　０８５７－２２－８４３５（代表）

 　　倉吉河川国道事務所に関する問い合わせ

 　　鳥取河川国道事務所に関する問い合わせ



①除雪優先区間の見直し（別紙－２参照）
○今冬の降雪状況を踏まえ、除雪優先区間を見直します。
・鳥取道（西粟倉ＩＣ～智頭ＩＣ）→（大原ＩＣ～河原ＩＣ）
・山陰道（八束水交差点～はわいＩＣ）を追加設定。

②関係機関との連携強化
○平成２９年２月１日に開催した冬期道路交通確保対策会議での議論を
踏まえ、以下の即応対策を実施。（参考資料－１参照）
・「鳥取自動車道沿線地域冬期道路交通確保連絡会議」を開催し、

気象情報、共有情報の内容、関係機関の体制等について、情報共有
を図りました。

・鳥取道沿線の事務所及び自治体、警察とのホットラインを構築し、
連携の強化を図りました。

・除雪作業等の情報共有を図るため、鳥取河川国道事務所及び鳥取県
で相互に職員を派遣し、連絡体制を強化しました。

○上記に加え２月の積雪時において以下の取り組みを実施。
・除雪作業等の情報共有を図るため、鳥取県から倉吉河川国道事務所
へ職員の派遣を受け、連絡体制を強化しました。

・降雪以降、山陰道沿線の事務所及び自治体、警察とのホットライン
を構築し、連携の強化を図りました。

③道路利用者への情報提供
・管内のコンビニエンスストア及びガソリンスタンドに通行止め情報
等の情報を提供しました。

・通行止めに関する情報提供については、関係機関と
も連携し、広域的な情報提供を行います。

④効率的な除雪作業の実施
・除雪車両のＧＰＳ位置情報を用いて、除雪作業の集中管理を実施し
ます。

別紙－１

平成２９年１月及び２月の大雪を踏まえた取り組みの概要
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参考資料－１

H29.2.1冬期道路交通確保対策会議 配布資料抜粋


